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ラ　ンドレースの繁殖成桁と発育調査・・

大川原　　　寛

（福島県書式）

1．　ま　え　が　さ

当場で昭和37年11月スエーデン及び英国からラン

ドレースを購入紫毒し育種を行っているか．同年7月鹿

林省から貸付になったものと合せ．導入后の発育ならび

に繁殖育成等の記録から，次のような調査結果を待たの

で，その実態について概要を報告する

2．調査豚・飼養管理法について

1　調　査　隊

（1）雄：豚

．麒 名　 号 生 年 月 日 産 地

血　　　 統 導 入

時 体
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乳 頭 赦
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2 4tl 7
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ナ 8 2 － ・種 畜 7 ホ ー サクベ イ キ

5 8 玖 一・場 3 6 5 、 クV ヂ 」 ：
】

Z　調　査　豚

（2）雌　豚

ノ鑑 名　 号 生 年 月 日 産 地

血　 統 丞 入

時

作 重

乳 韻 数
摘 要

父 母 右 在
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ノ拡 名　　 号

生 年 月 。 』

l

産 地
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フ＿隼人 F

時
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※江　鳩入月日＝スエー与ソ痩け三i潮▲37年111hn日英国励ま■：3
有用7■．二11日eR H．大宮沌遊牧場踵は昭和37
年7j】13日（7メリカ系）

2　飼料の給与方法と鈴与＿iil：

川　無地豚の損料比ラ／ドレース種豚用完全配合餌科

（日配餌科）を使用した

lH　姶　与†li：

導入后、∴・軒娠ンつ千田ロはで　2．5－：10kg

机娠初期、椚娠の米桝まで乱0－：i．5Kg

分娩～組孔までの哺乳期間3．5～5■0且g

離乳時の；1日－4日周　　亡．5～：川Kg

線乳后期　　　　　　　：1．U～：i．hKg

尚各期共ラノノクローバー1kg投与す

（3）給与方法：弼：i昼こi夕4ノ川」で．軽く打水して給

与した．

3　ラン・ドレースの収容膿鹿

川　導入時～叶娠申明までは．後列式豚舎の片側9尺

四方の休養豚臥こ収解した．ほ　姐娠中期～離乳時まで

は，同豚舎の片州のり尺Xlゴ尺の分娩級房に収容した．

仙　超勤は脈娠・1棚ほでは已O aの面櫨に，電牧を利用

し自由に放飼いした．川　離乳后は9尺四方の休輩紘房

に移した．
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5．ランドレース導入后の発育調査

ランドレース発合調査（堆12ケ月－l Hヶ月）

l eヶ月緑
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ス エ ：ご ：i l ピー l

1 1日
l
1 1 1

1
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グレペインガ

一プ リンワこ

　2 4

上 声 l

l
l

l

1

ア メ

リ カ

クエ カウブナ

6 2 －5 8

】

1

3 7 ．4．2 2

【

l〔1 1 4℡ 1 9 5 1 8 7 1n 4 3 2 8 e F 弼

平　 均 1 6恕1 ＝ 1い
1ミ21

33

1

‡1即

l

7埴 ・＝り
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テ ン ト レ ー ス 導 入 后 の 発 育 さ仁衣 （ 雌 1 ご ヶ 月 令 ）

名　 号 生 年 月 日 体 毛 良 拘囲 囲 体 高 胸 陶 巾
l州
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ラン′ドレース発雷調査（雌18ケ月）
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産 地 名　 号 半 句三月 日 体 毛 長　 凶 や 軸 ‘画 腫 前 巾 陶 巾 F後 巾

J

丁

メ

リ
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4・繁殖育成成．積

1・ラン′トレース繁殖育成成績（初夜）

2りユ
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七 島 ヽ 人 ● n 日 ■ 1

… 七 ，ガ ト ラ 巳； ㌶ ； ㌃
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M　子豚の嶋九は切壷のため一〇川后で離れとしたか・母蠍の礫義か亀鑑に幕ちろので塊在は日日肋后で■1していろ．

1引　子腋の｛科は生后12－307ー▲t30～50日一一8・508以降コロダン象輸烏十．

2・ラ／トルース繁殖育成成績（2産）
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トフ′－　1■
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4．　む　　す　　ぴ

1ラン・ドレース椎の発削1気茨・飼料・環境・育成

柁荷等により封ゝあるか，全般的に后笹の張りは良好で

ぁるか．雌は胸1j・雌は胸用・桐巾・体高の不足か見ら

れる．

ゴ　分娩覿数か初産に比較して2産目か少なかつたの

は．輸入に上る環境の変化と疫学的な間組かあるものと

思われろ．すなわち2産日に至り初めてまを経過した

ため黒子．死産の発生が1腹平均1・皇8頭か出現し初産

に比較して平均1．14頭多かつた．又3産4産を経過す

るにつれ産子数の増加か見られ漸次能力の向上か見られ

3　在胎日放比113日から117日で平均115・01

日で．ヨークシャー縄より1日長い傾向か入られる・

4　生時体重は初産平均1・32Kタ・2産平均1・47且，

で大型のものか多く見られる．

5　陣痛は一般に微弱の傾向かあり・分娩補助を襲す

る場合が多い．

8　分晩時間はヨークシャー稗の場合と大差かへ

7　母豚の泌乳量は多いため子豚の発育が良好な反面

母臓の粟井権持かむすかしく・分娩哺乳による体盤の増

加か辞書であり．又哺乳に上る母豚のやせ方か甚だしい

ので早期離乳を行う必要がある・

さ　垂れ乳のものがなく飲ム易く・子豚の吸飲力も強

い√）で十隙の発育が均一である．

。失格欠点が調度に17頭・ゼ産で9頗出現したが

体をふるわせるものの山塊はなかった・これらの失格事

項のうち疇杉ノ）犯塊垂は彿産4鍋5・47鳴・2度5頭

Mi　名：・こスエーヂン系に聞性の発現か1頭見られた・

10　餌に対する魚付もよい方でたいが・馴れるに従い

よくなり．30日前后の嬢乳も相銀でない．

11登記率は升晩頭敗即ち腑育開始親政に対し初産

58．9・名望産6丘07廃であった．

12　体毛の割に四肢及び錦が弱く下肢に故膣が発生し

易い傾向があり．相律育成豚任運動を課することか必要

であり．隻すれば広い應動物に放牧することが望ましい・

日　輪入豚に全身性けいれん症（特に肩部，四肢に甚

だしい．）症状を呈するものかあるが・その遺伝性と実

等の有無については今后の研究銀嶺である・

養豚飼料構造実態調査

利用品目出現頻度について

男
男

武
光

田
　
田

石
岡

洋
功

藤近
今

・山崎喜三郎

（青森県畜試）

1．　ま　え　が　さ

畜産の振興に伴をい．養豚も今後ますます盛んになる

気運にあるが，一戸当りの飼養頭数規模はここ当分の間

は所菖l零細規模からせいぜい副葬的規模に留まることか

予想され，その様を状態ではtその収益性に大きく影響

する飼料化ついては自家鼻薬副産物の積極的利用が特に

大切である．

しかし，それについては殆ど計画的を利用が行われ■一

ていない現況にあるので．今后の合理的利用法を確立す

ることが必要である．そのための基礎資料を得る目的で

青森県内養豚農家における飼料構点の実態調査を行った・

2．　調　査　方　法

養豚における飼料構成は．種轟の営農額型下で異なる

ことが予想される．第1回は本県における農業地帯区分

を示すもので，これらのうち・甜軽水田単作・水由りん

ご作地域．上北．三戸郡の田畑．普通畑作地域・それに

L水田単作

乳水田単作

複合畑作（わんと）

a水田草地

4．水田単作

普通畑作

5．普通畑作

第1図　青森県農美地帯区分

都市近郊ム▲上び沿海地区を加え・6農業地域から資料に

基づいて錮琢密哩の高い市町村を選定し・それぞれ30戸

の養豚農家について実態姻査を行った。・（第1表）．調

査時期は，昭和3バ年12月も・上び39年1月である．


